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迎
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川
北
町
長 

　
前
　
　
　
哲
　
雄

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、全
国
で
御
活
躍
の
川
北
町
出
身
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か
な
新
春
を
共
に
お
迎
え
出
来
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、二
月
の
豪
雪
を
は
じ
め
、西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
等
、全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、日
本
経
済
の
景
気
は
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
景
気
回
復
の
実
感
が
乏
し
い
上
、

相
次
ぐ
自
然
災
害
や
、国
際
的
な
政
治
情
勢
の
不
安
等
が
差
し
響
き
、景
気
の
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
問
題
や
未
曾
有
の
災
害
へ
の
防
災
対
策
等
、地
方
公
共
団
体
に
は
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
三
十
年
度
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
必
要
な
財
源
は
確
保
で
き
、予
定
し
て
お
り
ま
し
た
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、順
調
に

進
捗
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
事
業
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
等
、更
な
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
他
、東

部
地
区
に
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
を
行
い
、新
規
企
業
の
受
入
れ
態
勢
を
整
え
、雇
用
の
創
出
や
地
域
活
性
化
を
図
る
と
共
に
、更
な
る
財
政
基

盤
の
確
立
を
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
業
で
は
、定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
新
築
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
に
、奨
励
金
を
支
給
す
る
他
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
り
、未

来
を
担
う
子
ど
も
達
が
よ
り
学
び
や
す
い
学
習
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
皆
様
方
の
安
全
・
安
心
は
も
と
よ
り
、き
め
細
や
か
な
福
祉
・
教
育
環
境
の
充
実
、そ
し
て
産
業
の
振
興
に
向
け
た
各
種
事
業
の

推
進
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、本
年
も
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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川
北
町
議
会
議
長 

　
山
　
先
　
守
　
夫

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、全
国
各
地
で
ご
活
躍
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
旧
年
中
は
、町
議
会
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、日
本
国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、冬
季
に
は
豪
雪
、夏
季
に
は
豪
雨
や
猛
暑
、そ
し
て
秋
季
に
は
大
型
台
風
と
、

異
常
気
象
に
伴
う
自
然
災
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、島
根
県
西
部
、大
阪
北
部
、北
海
道
胆
振
東
部
地
方
な
ど
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

ま
た
、国
外
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、米
朝
首
脳
会
談
に
よ
り
北
朝
鮮
の
非
核
化
が
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、日
本
を
取
り
巻
く
状
況
は
未
だ

楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
は
、石
川
県
出
身
の
多
く
の
選
手
が
着
実
に
研
鑽
を
重
ね
、来
年
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍

が
、益
々
期
待
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、地
方
公
共
団
体
の
果
た
す
責
務
は
、年
を
追
う
毎
に
増
大
し
、更
な
る
自
助
努
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

迎
え
ま
す
本
年
は
、議
会
が
町
民
と
行
政
の
か
け
橋
と
し
て
、皆
様
方
と
の
広
報
広
聴
を
第
一
の
旨
と
し
、そ
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、創
意
工
夫
を
重
ね
行
政
と
協
力
し
な
が
ら
、よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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11
月
28
日
に
町
内
各
児
童
館
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
に
、
新
た
に
児
童
書
や
絵
本
が

入
り
ま
し
た
。
児
童
が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

活
字
に
親
し
め
る
環
境
を
整
え
、
更
な
る

読
書
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
購
入
し
た
図
書
は
、
今
後
定
期
的
に
各

児
童
館
で
入
れ
替
え
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
が
飽
き
ず
に
継
続
し
て
読
書
を
行
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
向
け
の
お
部
屋
の
一
角
に

も
新
た
に
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
親
子
で

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
め
る
場
所
を
用
意
す

る
ほ
か
、
希
望
者
に
は
貸
出
も
行
い
ま
す
。

　

新
し
く
楽
し
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
児
童
館
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間
に
合

わ
せ
、
町
人
権
擁
護
委
員
が
各
小
学
校
を

訪
問
し
、
啓
発
物
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
３
小
学
校
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
か
ら
戦
争
時
の
実
話
の
絵
本
や
、
障
が

い
の
あ
る
父
を
持
つ
子
ど
も
を
描
い
た
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
ま
た
交
通
事
故
の
加
害

者
に
な
っ
た
人
の
人
生
を
描
い
た
お
話
な
ど

人
権
に
関
す
る
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
か
ら
は
、
率
直
に
感
じ
た
素

晴
ら
し
い
感
想
や
意
見
が
の
べ
ら
れ
、
人

権
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

12
月
18
日
に
、町
内
３
つ
の
保
育
所
へ

サ
ン
タ
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て

や
っ
て
来
ま
し
た
。こ
の
日
用
意
さ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、小
松
法
人
会
川
北
支
部

と
保
育
所
が
準
備
し
て
お
り
、サ
ン
タ
に

扮
し
た
町
商
工
会
青
年
部
員
か
ら
、子
ど

も
達
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
北
保
育
所
で
は
、サ
ン
タ
が
現
れ
る

と
大
歓
声
が
お
こ
り
、サ
ン
タ
さ
ん
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ
れ
た
子
ど
も
達
は
、

大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と
う
」と
お
礼
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、サ
ン
タ
さ
ん

と
一
緒
に
輪
に
な
っ
て
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
な

ど
の
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
、
12
月
１
・
15
日
に
、
町
内
３

つ
の
保
育
所
で
表
現
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
の
子
ど
も

達
で
し
た
が
、
表
現
会
が
始
ま
る
と
大
き

な
声
で
歌
や
お
芝
居
な
ど
を
堂
々
と
演
技

し
て
い
ま
し
た
。
普
段
お
家
で
は
見
ら
れ

な
い
子
ど
も
達
の
真
剣
な
表
情
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
会
場
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
な
ど
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

児
童
館
に
新
し
い
本
が

�

た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
!!

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

サ
ン
タ
さ
ん
が

�

や
っ
て
き
た
！

大
き
な
声
で
！

�

堂
々
と
！

〜
人
権
週
間
の
取
り
組
み
〜



　12月２日に川北町文化センターでひと足早いクリスマスショーが開催され、町内外か
ら約400人の方が会場を訪れました。今回の催しは、手取亢龍若鮎組の太鼓演奏をはじめ、
落語やアンパンマンショーなど老若男女が楽しめる内容となりました。また、川北町出身
でNGT48に所属する角ゆりあさんが、同メンバー数名と、ライブのほかお楽しみ抽選会
や、川北かるたクイズ大会に参加し、ステージを盛り上げました。
　クリスマスに先立って、ひと足早く行われたイベント。町内だけでなく、町外・県外から
も多くの方が訪れ、大盛況となった様子を紹介します。

ひと足早い X’mas Show

　川北かるたクイズ大会は、テレビ金沢の馬
場アナウンサー、大平まさひこさん、NGT48
のメンバーがステージ上で川北にちなんだかるたクイズを行い、
答えがわかった子供たちは、大きく手を上げていました。
　クイズに正解した来場者は景品をもらいうれしそうな様子
でした。

手取亢龍若鮎組
太鼓演奏

川北かるた
クイズ大会

大平まさひこ
ものまねショー

月亭方気
落　語

お楽しみ抽選会 NGT48
ステージライブ

NGTステージライブの後、角ゆり
あさんのご両親から、本人に花束が
贈られ、驚いた様子でしたが笑顔で
感謝の気持ちを述べていました。
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■
全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
石
川
予
選
大
会

　
（
10
／
20　
能
美
市
）

☆
Ｕ
12
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
優　
勝　
染
谷　
紗
花
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
０　
前
田

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
１　
岩
倉

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
３　
柴
田

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
７
ー
５　
小
寺

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
３　
寺
田

☆
Ｕ
14
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
16　
橋
本　
夏
凜
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■Play

＋Stay

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
（
10
／
27　
能
美
市
）

☆
レ
ッ
ド
ボ
ー
ル
の
部

　
第
３
位　
吉
村　
煌
成
（
舟
場
島
）

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
２
０
１
８
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　
（
11
／
３
〜
５　
富
山
県
）

　
川
北
町　
８
ー
10　
下
呂
高
砂
会
（
岐
阜
県
）

　
　
〃　
　
14
ー
12　
福
岡
片
江
（
福
岡
県
）

　
　
〃　
　
17
ー
８　
塚
町
和
敬
会
（
兵
庫
県
）

　
　
〃　
　
10
ー
25　
Ｍ
・
ス
マ
ル
（
北
海
道
）

　
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
（
山
代
、
元
谷
、
多
賀
、
吉
野
、
三
島
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
田
、
野
口
）

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
（
11
／
４　
富
山
市
）

☆
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
３
位　
斉
藤　
沙
桜
（
サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
）

■
関
東･

東
北･

北
信
越
少
年
新
人
中
学
軟
式
野
球
大
会

　
（
11
／
10　
栃
木
県
）

　
川
北
中　
０
ー
７　
大
曲
ク
ラ
ブ
（
秋
田
県
）

■
石
川
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
（
11
／
11　
金
沢
市
）

☆
理
事
長
杯

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優　
勝　
原
田　
光
夫
（
草
深
）・喜
多　
政
尚
（
下
先
出
）

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
準
優
勝　
宮
下　
祥
子
（
橘
）・塚
原　
久
美
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
優　
勝　
柄
田　
慎
一
（
サ
ン
ハ
イ
ム
中
島
）

☆
会
長
ゴ
ー
ル
ド
杯

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
準
優
勝　
原
田　
光
夫
（
草
深
）

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
３
位　
喜
多　
政
尚
（
下
先
出
）

　
中
学
生
女
子
の
部

　
優　
勝　
屋
宜　
優
伽
（
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北
）

　
準
優
勝　
鳥
井　
雪
乃
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
か
が
・
の
と
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
会
大
会

　
（
11
／
18　
町
総
合
体
育
館
）

　
一
回
戦　
川　
北　

２
ー
０　
石
川
Ｊ

　
準
決
勝　
　
〃　
　
１
ー
２　
サ
ン
ラ
イ
ズ

（
第
３
位
）

■
町
囲
碁
大
会
（
11
／
24　
百
寿
会
館
）

　
第
１
位　
小
島　
繁
夫
（
三
反
田
）

　
第
２
位　
北
村　
卓
雄
（
橘
）

■
加
賀
地
区
新
人
剣
道
大
会
（
11
／
24　
白
山
市
）

☆
男
子
団
体

　
川
北
中　
０
ー
３　
高
松
中

　
　
〃　
　
１
ー
０　
津
幡
南
中

（
ベ
ス
ト
16
）

● 

競
技 

●

■
つ
ば
た
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
オ
ー
プ
ン
２
０
１
８

　
（
10
／
６
〜
８　
津
幡
町
）

☆
小
学
4
年
生
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
８　
橋
本　
恋
梅
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
１　
小
谷

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
２　
北
村

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
３
ー
６　
濱
崎

☆
小
学
５・
６
年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
第
４
位　
斉
藤　
沙
桜
（
サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
）

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
７
ー
５　
川
尻

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
４　
西
村

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
０　
釜
谷

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
３
ー
８　
石
田

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　

２
ー
８　
北
村（
３
位
決
定
戦
）

　
ベ
ス
ト
16　
染
谷　
紗
花
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
能
登
町
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
カ
ッ
プ
２
０
１
８

　
（
10
／
13
・
14　
能
登
町
）

☆
Ｕ
12
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
準
優
勝　
染
谷　
紗
花
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
１　
林
（
恵
）

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
２　
林
（
愛
）

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
６
ー
３　
小
寺

　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　

２
ー
６　
大
積

☆
Ｕ
14
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
16　
橋
本　
夏
凜
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
〃　
　
中
川　
綾
乃
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
〃　
　
木
根　
晴
香
（
草
深
）

　
　
〃　
　
斉
藤　
沙
桜
（
サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
）
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■
能
美
・
小
松
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
交
歓
大
会

　
（
11
／
25　
町
総
合
体
育
館
）

☆
１
年
生
男
子
Ｂ

　
第
３
位　
葛
城　
　
翔
（
木
呂
場
）

☆
２
年
生
男
子

　
第
３
位　
笠
間　
瞬
哉
（
朝
日
）

☆
３
年
生
男
子
Ａ

　
第
１
位　
渡
辺　
瑛
太
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
第
２
位　
小
木
曽
宏
樹
（
与
九
郎
島
）

☆
３
年
生
男
子
Ｂ

　
第
３
位　
木
根　
悠
介
（
草
深
）

☆
４
年
生
男
子
Ａ

　
第
１
位　
西
田　
陽
希
（
三
反
田
）

　
第
３
位　
西
村　
恵
介
（
サ
ン
ハ
イ
ム
橘
）

☆
４
年
生
男
子
Ｂ

　
第
１
位　
笠
間　
大
悟
（
朝
日
）

　
第
３
位　
大
山　
博
功
（
橘
）

☆
４
年
生
女
子
Ａ

　
第
１
位　
奥
村　
心
捺
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

☆
４
年
生
女
子
Ｃ

　
第
３
位　
鈴
木　
　
柚
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

☆
５
年
生
男
子

　
第
３
位　
北
口　
義
直
（
橘
新
）

☆
６
年
生
女
子
Ｃ

　
第
３
位　
佐
々
木
優
杏
（
草
深
）

■
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
石
川
県
大
会

　
（
11
／
25　
白
山
市
）

☆
最
優
秀
賞　
手
取
亢
龍
若
鮎
組

■
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
（
11
／
25　
富
山
県
）

☆
小
学
生
高
学
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　
優　
勝　
中
田
柚
羽
菜
（
上
田
子
島
）

☆
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

　
優　
勝　
屋
宜　
優
伽
（
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北
）

☆
男
子
ダ
ブ
ル
ス
フ
リ
ー
の
部

　
準
優
勝　
滝
川　
拓
明
（
サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
）・
山
下
ペ
ア

■
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
11
／
30　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

　
第
１
位　
浅
野
川
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
吉
野
健
一
、
日
向
久
尚
、
西
田
義
雄
、
山
本
弘
子
、
土
田
外
幸
）

　
第
２
位　
立　
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
作
田
隆
常
、
丸
一
弘
子
、
中
田　
宏
、
新
田　
弘
、
亀
田
勇
夫
）

　
第
３
位　
白　
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
元
谷
重
朗
、
村
田
信
次
、
橋
場
一
朗
、
森
田
祐
正
、
竹
田
昭
枝
）

■
県
選
抜
強
化
練
習
卓
球
大
会

　
（
12
／
１　
か
ほ
く
市
）

☆
男
子
団
体

　
優　
勝　
川
北
中

● 

文
化 

●

■
県
児
童
硬
筆
書
写
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

☆
北
國
新
聞
社
賞

　
　
　
　
　
亀
田　
桔
平
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
廣
田　
梨
乃
（
木
呂
場
）

　
　
　
　
　
窪
田　
凜
生
（
上
田
子
島
）

☆
学
校
賞　
橘
小
学
校

■
県
民
書
道
展
覧
会

☆
大　
賞　
窪
田　
凜
生
（
上
田
子
島
）

☆
準
大
賞　
東　
愛
夕
里
（
下
田
子
島
）

☆
文
化
賞　
村
田　
咲
葵
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
東　
　
佑
真
（
上
田
子
島
）

　
　
　
　
　
坂
井　
杏
吏
（
橘
）

☆
奨
励
賞　
吉
村　
一
晟
（
舟
場
島
）、	廣
田　
華
帆
（
木
呂
場
）

　
　
　
　
　
南　
　
真
由
（
木
呂
場
）、	銭
丸　
　
泉
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
廣
田　
梨
乃
（
上
田
子
島
）、	窪
田　
美
和
（
橘
）

　
　
　
　
　
辻　
　
真
帆
（
草
深
）、	

坂
本　
青
空
（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
橋
場　
　
茜
（
橘
）

☆
県
民
賞　
宮
西　
咲
希
（
木
呂
場
）、	穴
田　
悠
真
（
下
田
子
島
）

　
　
　
　
　
北
嶋　
千
尋
（
草
深
）、	

富
樫　
伶
太
（
な
で
し
こ
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
安
達　
沙
弥
（
木
呂
場
）、	西
出　
翔
紀
（
橘
新
）

　
　
　
　
　
三
島　
有
騎
（
下
田
子
島
）、	山
口　
恋
弓
（
橘
）

☆
二
科
入
選
シ
ニ
ア
の
部

　
　
　
　
　
今
村　
外
枝
（
草
深
）

　
　
　
　
　
中
村　
美
代
（
舟
場
島
）

■
税
に
つ
い
て
の
作
文

　
小
松
税
務
署
長
賞　
𠮷
田　
愛
香
（
橘
）

　
優
秀
賞　
　
　
　
　
安
田　
菜
乃
（
木
呂
場
）

　
　
〃　
　
　
　
　
　
岩
橋　
愛
奈
（
舟
場
島
）

　
優
良
賞　
　
　
　
　
樋
口
さ
く
ら
（
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北
）

■
中
学
生
学
校
給
食
献
立
コ
ン
ク
ー
ル

　
努
力
賞　
宮
田　
　
凜
（
ひ
ば
り
タ
ウ
ン
）

　
　
〃　
　
影
田
結
美
菜
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

■
平
成
30
年
度
全
国
中
学
生

　
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
石
川
県
大
会

☆
入　
選　
向
井　
美
葵
（
中
島
）
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今
年
１
年
の
防
火
と
防
災
を
誓
う
新
春

恒
例
の
川
北
町
消
防
出
初
式
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
凛
々
し
い
消
防
団
員

の
姿
を
ぜ
ひ
と
も
ご
観
覧
下
さ
い
。

▽
日
時　
１
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

▽
会
場　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
他

▽
内
容

　
・分
列
行
進（
役
場
中
庭
）

　
・式
典（
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
・一
斉
放
水（
役
場
東
側
緑
の
健
康
広
場
）

▽
問
合
せ
先　
総
務
課

　
20
歳
の
節
目
を
祝
福
す
る
川
北
町
成
人

式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
１
月
12
日（
土
）　
午
前
10
時
〜

▽
会
場　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー
ル

▽
対
象
者　
81
名（
男
子
46
名・女
子
35
名
）

▽
問
合
せ
先　
教
育
委
員
会

　

介
護
に
直
面
し
て
も
、す
ぐ
に
退
職
は

せ
ず
、自
社
の
就
業
規
則
等
を
確
認
し
た

り
、人
事
担
当
者
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
、

仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の
制
度
を

活
用
し
、仕
事
を
続
け
な
が
ら
介
護
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
先

　
石
川
県
労
働
局　
雇
用
環
境・均
等
室

　
☎（
２
６
５
）４
４
２
９

▽
使
用
期
間
　
３
年
以
内

　
（
使
用
開
始
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
）

▽
使
用
者
の
申
込
み
資
格

　

�

九
谷
焼
の
制
作
に
５
年
以
上
従
事
し
て

い
る
者
。
ま
た
は
、５
年
未
満
で
も
、九

谷
焼
制
作
に
関
す
る
専
門
知
識
及
び
技

能
が
同
等
以
上
と
知
事
が
認
め
る
者
。

▽
申
込
受
付
期
間

　
平
成
30
年
12
月
17
日（
月
）〜

　
平
成
31
年
１
月
18
日（
金
）

▽
問
合
せ
先

　
石
川
県
立
九
谷
焼
技
術
研
修
所

　
☎
０
７
６
１（
５
７
）３
３
４
０

　
毎
年
３
月
は
、自
動
車
の
検
査・登
録
が

集
中
し
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　
３
月
半
ば
を
過
ぎ
ま
す
と
名
義
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、１
日

に
３
，０
０
０
件
以
上
と
な
る
こ
と
が
あ

り
、申
請
の
処
理
に
半
日
も
お
待
ち
い
た

だ
く
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、継
続
検
査（
車
検
）は
有
効

期
間
の
満
了
す
る
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
受

検
で
き
る
制
度
を
利
用
し
て
、比
較
的
空

今月の納税
住民税　　　　第４期
国民健康保険税
（普通徴収）　第５期
介護保険料
（普通徴収）　第７期
後期高齢者医療保険料
（普通徴収）  第10期

役場へのお問合せは…
 ☎  （２７７）１１１１㈹
FAX （２７７）２５８４

下記のとおり川北町文化センター
1階で作品を展示しています。

1月4日（金）～1月7日（月）
生け花

1月4日（金）～1月30日（水）
短歌

川北町文化関係
展示協力会

今月の川北町
粗大ごみ等集積所
㈱山本組産業廃棄物

処理施設の横

ウェブアプリQRコード
｢川北町ごみ分別事典｣

開 所 日
毎週水曜日・土曜日

時 　 間
9:00～16:00

１月２日（水）はお休みです

催
し

お
知
ら
せ

川
北
町
成
人
式

川
北
町
消
防
出
初
式

自
動
車
の
検
査・

登
録
申
請
は
お
早
め
に
！

「
退
職
届
」?! 

ち
ょ
っ
と

待
っ
て
く
だ
さ
い
!!

県
立
九
谷
焼
技
術
者
自
立
支
援
工
房

個
室
工
房
の
使
用
者
募
集
案
内
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広
報
か
わ
き
た
で
は
、町
内
の
お
子
さ
ん

を
紹
介
す
る「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」と
い

う
コ
ー
ナ
ー
で
掲
載
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
子
様（
保
育
所
以
下
の
お
子
様
が
対

象
で
す
）の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、川

北
町
役
場�

総
務
課
ま
た
は
、町
内
各
保
育

所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
一
度「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」に
掲
載
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
お
子
様
も
、再
掲
載
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　
川
北
町
役
場�

総
務
課

　
☎（
２
７
７
）１
１
１
１

▽
問
合
せ
先

　
白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部

　
☎（
２
７
６
）１
１
１
９

　
町
で
は
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
応
援
す

る
た
め
、「
生
垣
設
置
奨
励
補
助
金
」の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
宅
地
内
に
生
垣
設
置
を
予
定

し
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
こ
の
補
助
制
度
を

ご
利
用
下
さ
い
。

▽
補
助
金
額

　
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
場
合
…
１
m

に
つ
き
５
，０
０
０
円
以
内

　
既
存
の
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て
設
置
す

る
場
合
…
１
m
に
つ
き
８
，０
０
０
円
以
内

（
た
だ
し
、公
共
の
道
路
に
２
ｍ
以
上
面
し

て
い
る
生
垣
の
み
。
補
助
対
象
延
長
は
30

ｍ
以
内
）

▽
対
象

　

1
ｍ
以
上
の
高
木
で
成
木
に
達
し
た
と

き
５
ｍ
程
度
に
な
る
樹
木（
ぜ
ん
そ
く・か
ぶ

れ・毒
性・農
作
物
の
病
気
の
媒
体
と
な
る

樹
木
は
除
く
）。

　
樹
木
の
本
数
は
、１
ｍ
に
つ
き
２
本
以
上
。

石
積
み
等
の
上
に
植
樹
す
る
場
合
は
、石
積

み
等
の
高
さ
１
ｍ
未
満
。

▽
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、位
置
図
、平
面

図
、着
手
前
の
写
真

▽
問
い
合
せ
先　
産
業
経
済
課

い
て
い
る
２
月
中
旬
ま
で
に
受
検
さ
れ
ま

す
よ
う
、ま
た
、名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続

き
な
ど
は
３
月
上
旬
ま
で
に
済
ま
さ
れ
ま

す
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　
北
陸
信
越
運
輸
局　
石
川
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
４
５

　
町
外
の
皆
さ
ん
に
広
報
誌
を
お
届
け
す

る
際
、住
所
が
変
更
に
な
る
と
、お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、役
場
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

ま
た
、川
北
町
出
身
で
、本
籍
が
川
北
町

に
あ
る
方
に
は
、広
報
誌
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、身
内
の
方
で
希
望
す

る
方
が
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下
さ
い
。

▽
問
合
せ
先　
総
務
課

　

現
在
、下
水
道
処
理
場
や
浄
化
槽
に

色
々
な
異
物
が
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　
台
所
排
水
や
洗
濯
排
水
、風
呂
場
、ト
イ

レ
な
ど
に
異
物
を
流
す
と
、下
水
管
の
詰

り
、処
理
場
の
ポ
ン
プ
な
ど
の
破
損
の
原

因
と
な
り
、異
臭
が
発
生
す
る
と
い
う
被

害
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
台
所
、洗
濯

機
、風
呂
場
、ト
イ
レ
な
ど
で
物
を
流
す
場

合
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

◆
台
所
、洗
濯
機
、風
呂
場
、ト
イ
レ
な
ど

に
流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

・雑
巾
、タ
オ
ル
な
ど　
・紙
オ
ム
ツ

・�テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー（
水
に
溶
け
な
い

製
品
が
多
い
）　
・生
理
用
品

▽
問
合
せ
先　
産
業
経
済
課

▽
日
時　
２
月
11
日（
月・祝
）

　
　
　
　
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　
本
多
の
森
ホ
ー
ル

　
（
金
沢
市
石
引
４
ー
17
ー
１
）

▽
問
合
せ
先　
石
川
県
警
察
本
部
広
報
室

　
☎（
２
２
５
）０
１
１
０

　

白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、定

期
的
に
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
17
日（
日
）　

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　
白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
３
階　
白
山
ホ
ー
ル

▽
定
員　
30
名（
申
込
順
）

▽
申
込
締
切　
２
月
３
日（
日
）

ご
案
内

普
通
救
命
講
習

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」

掲
載
募
集
!!

石
川
県
警
察
音
楽
隊

「
定
期
演
奏
会
」

生
垣
設
置
奨
励
補
助
金
の

ご
案
内

「
広
報
か
わ
き
た
」

町
外
読
者
の
皆
さ
ん
へ

汚
水
処
理
場
異
物
混
入

防
止
の
お
願
い

募
集
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知ってお得 !! 農業者年金
　農業者年金は、積立方式の年金（積み立てた保険料＋運用益を年金として受け取る「確定拠出型年金」）です。加
入要件は、国民年金１号被保険者で、60歳未満の人が年間60日以上農業に従事していれば誰でも加入できます。
農地を所有している必要はありません。ただし、国民年金付加年金（400 円／月）の納付が義務付けられます。

　保険料は月額２万円～６万７千円の間を千円単位で自由に設定でき、いつでも見直せ、加入や脱退は何度で
もできます。また、支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となりますので、節税効果が期待できます。
途中で脱退した場合でも支払った保険料は、年金受取となります。

【問合せ先】川北町農業委員会（川北町役場産業経済課内）

こんな人が加入できます

農業経営者・
認定農業者

配偶者 後継者

農業に従事する国民年金１号被保険者
・会社組織ではない自営業者
・60 歳前に会社を退職した者
・夫の退職に伴い、扶養できなくなった
  奥さん（60 歳未満）

農業者なら広く加入できます
①国民年金の第１号被保険者で、
②年間60日以上
　農業に従事する、
③60歳未満の人
　ならだれでもOK

どんな人が加入
できるのかなぁ？

　
町
ス
キ
ー
協
会
の
方
々
が
親
切
、丁
寧
に

教
え
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
日
時

　
１
回
目　
１
月
20
日（
日
）

　

２
回
目　

２
月
２
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
会
場　
白
山
一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場

▽
定
員　
両
日
と
も
20
名

▽
締
切
り　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

▽�

そ
の
他　
現
地
集
合
、現
地
解
散
と
な

り
ま
す
。
昼
食
、リ
フ
ト
代
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
み・問
合
せ
先　
教
育
委
員
会

川北保育所
空調設備等改修工事完成

　７月から行われていました川北保育所空調設備等改修工事が昨
年12月に完成しました。
　この工事は、防衛省の補助を受けており、主な工事内容は、空調
設備や、内装の改修などで、子ども達が今まで以上に快適に過ごせ
るようになりました。

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集
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　平成 31 年（2019 年）１月以降も、引き続き、従来の方式でも e-Tax による申告書の送信ができます。

【マイナンバーの記載にご注意ください！】
　今回提出される平成 30 年分の確定申告書には、マイナンバーの記載と本人確認書類（マイナンバーカー
ド又は通知カード＋運転免許証など）の提示又は写しの添付が必要です。
　各種申請書や届出書の提出の際には、マイナンバーの記載と本人確認書類（マイナンバーカード又は通
知カード＋運転免許証など）の提示又は写しの添付が必要です。
　申請書等へのマイナンバーの記載は、申告者ご本人のほか、控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者
などのマイナンバーも必要です。

【問合せ先】小松税務署　☎ 0761（22）1171

税務署からのお知らせ

・ ID とパスワードは、税務署で職員と対面によ
る本人確認を行った後に発行しますので、発
行を希望される方は、運転免許証などの本人
確認書類をお持ちの上、お近くの税務署にお
越しください。

・ 国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」でのみ利用できます。

※ マイナンバーカード及び IC カードリーダラ
イタが普及するまでの暫定的な対応です。

用意するものは、
　　   次のうち２つ！
ID・パスワード方式に対応した

① ID（利用者識別番号）
②パスワード（暗証番号）

【確定申告会場は２月 18 日（月）から！】
　税務署の確定申告会場を２月 18 日（月）から
３月 15 日（金）までの期間（土日祝日は除く）開設します。
　なお、税務署の確定申告会場の受付時間は、９：00 から 16：00 です。

平成31年１月からe-Taxの
利用手続きが、より便利になりました

ID・パスワードを取得して、いつもどこでも申告！！
　税務署で発行している ID・パスワードをご存知ですか？
　ID・パスワードを利用すれば、マイナンバーカードや IC カードリーダライタをお持ちでない方でも申
告書をパソコンやスマートフォン、タブレット端末を利用していつでも、どこでも e-Tax で送信（電子申
告）することができます。
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川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎（２７７）８７００　　（２７７）８７０１
開館時間	 10：00〜 18：00
休	館	日	 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）
	 年末年始

『針と糸』� 小川　糸

　自分の幸せの先に、誰かの幸せがある。ふわ
り木の葉が舞うように、たどり着いたベルリン。
母親との確執を越えて気づいた、「書く」こと
の原点。ひと針ひと針、希望の物語を紡いでい
く。生きることが心から楽しくなるエッセー。

・昨日がなければ明日もない
 ／宮部みゆき
・いざ帰りなん ／佐伯　泰英
・鼠、恋路の闇を照らす
 ／赤川　次郎
・母の老い方観察記録 ／松原　惇子
・冥界からの電話 ／佐藤　愛子

・演じることは、生きること
 ／仲代　達矢
・ゲッターズ飯田の五星三心占い 
 ／ゲッターズ飯田
・革命レベルの強運を呼ぶ！
  月星座パワーブック ／ Keiko
・はじめての英語ずかん 
 ／主婦と生活社／編

今月の相談日
●法律相談
▽日　時　１月８日（火）　13：30〜
▽場　所　役場２階応接室
▽相談者　長谷川・東法律事務所
▽その他　ご希望の方は前日までに総務課に
　　　　　ご予約下さい。

●人権相談
▽日　時　１月 21日（月）　13：00〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　人権擁護委員

●行政相談
▽日　時　１月 16日（水）　９：00〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　行政相談委員

●健康相談
▽日　時　１月７日〜 28日までの毎週月曜日
（14日は祝日のためありません）　13：30〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町保健師

●心配ごと相談
▽日　時　１月８日〜 29日までの毎週火曜日
　　　　　９：30〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町民生児童委員

●消費生活相談
▽日　時　１月４日〜 31日までの月〜金曜日
（14日は祝日のためありません）　８：30〜 17：15
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町消費生活相談員

図書館
だより 今月の新刊

400ml献血が不足しています！
患者さんのためご協力お願いします

献血手帳または献血カードをお持ちの方はご持参ください。

200ml 献血 400ml 献血

年齢 16歳～ 69歳 17歳～ 69歳（※）
（女性は 18歳から）

体重 男性 45kg 以上
女性 40kg 以上 男女とも 50kg 以上

献血のお知らせ

【問合せ先】福祉課（町保健センター）　☎（277）1111

月日　1月10日（木）
時間　9：00〜11：00
場所　川北町役場

※  65 歳以上の方の献血については、献
血される方の健康を考え、60 ～ 64 歳
の間に献血経験がある方に限ります。
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①チョコレートにも使用されている豆を
なんといいますか？

②「木蓮」なんと読みますか？
③「○○跡」「○○突」「脊○○」
④「○○練」「○○製」「○○章」
⑤線路の上を走る乗り物をなんといいますか？
⑦豆腐の上に薬味をのせた食べ物をなん

といいますか？
⑨辞書などの内容の見出しを書き出した

ものをなんといいますか？
⑩海草で代表的なものをなんといいますか？
⑫床屋で髪を切る人をなんと呼びますか？
⑭頭の皮膚のことをなんといいますか？
⑯将来を別の言葉で言うとなんといいますか？
⑰ゴミを掃く掃除道具をなんといいますか？
⑱石川県の能登地方を走る観光列車を
　「花嫁○○○列車」といいます。
⑳手やひもで回転させて遊ぶおもちゃを

なんといいますか？

【タテのカギ】 【ヨコのカギ】
①みかんやグレープフルーツなどをなに

類といいますか？
④浅草の酉の市でよく売られているもの

をなんといいますか？
⑥新聞紙やダンボールなどを集めてリサ

イクルすることをなんといいますか？
「◯◯◯◯回収」

⑧お雑煮の中に入っている食べ物をなん
といいますか？

⑩川北中学校の卒業証書で使われている
紙をなんといいますか？

⑪薬を販売する店をなんといいますか？
⑬「蚊帳」なんと読みますか？
⑭「○○代」「卵○○」「○○まり」
⑮新年最初に見る夢のことをなんといい

ますか？
⑰例年川北まつりと合わせて行われる花火

大会を「○○○○花火大会」といいます。
⑲飛行機を操縦する人をなんといいますか？
㉑「○○割り」「葉○○」「○○物」
㉒雪が多いときにタイヤに巻くものをな

んといいますか？

【応募方法】
はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。
■あて先　〒 923-1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　    　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
　　　    　F A X　　        （277）1748

■締切り1月18日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

●能美警察署 ☎0761（57）0110　●壱ツ屋駐在所 ☎（277）1744　●木呂場駐在所 ☎（277）0061

　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

※先月号の答えは「オモチツキ」でした。

6

A

5

E

19

C

18

D

B

1 432

98

7

10

14 15

11 12 13

17

21

16

22

20

　110番通報は緊急の事件・事故に対する専用電話です。
そのため110番通報電話は、全て金沢市にある

「石川県警察本部・通信指令課」にかかります。
警察官に来て欲しい場所等の市町名・目標物等をはっきりと
オペレーターに伝えてください。

　緊急を要しない相談等については、
警察安全相談専用電話に電話してください。

◎携帯電話・プッシュ回線用の場合　＃9110
◎ダイヤル回線、IP電話の場合　　　☎（225）9110

  ～ 携帯電話からかける時の注意点 ～
●車やバイク等を運転中は、停止してからかけてください。
●通話中移動すると切れることがあるので、立ち止まってください。
●再度お尋ねすることもありますので、電源は切らないでください。

『 1月10日は《110番の日》です 』
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山
先　

春
枝

我
が
相
貌
悟
り
の
釈
迦
に
近
づ
く
も

　

平
々
凡
と
今
日
も
終
わ
り
ぬ

�

高
鍬　

敏
之

冬
近
き
山や

ま

背せ

風か
ぜ

吹
く
み
社
に

　

雪
積
む
ご
と
く
落
ち
葉
重
な
る

�

森　
　

讓
治

道
標
と
仰
ぎ
来こ

し
師
の
逝
き
ま
せ
り

　

わ
れ
の
み
に
涌
く
悲
し
み
の
あ
り

�

苗
代
あ
け
み

霜
月
は
寂
し
か
り
け
り
姑
の
逝
き

　

ふ
る
さ
と
の
母
も
逝
き
し
こ
の
月

�

藤
原
千
佳
子

子
を
持
ち
て
ゆ
っ
く
り
と
父
に
な
る
息
子

　

セ
ー
タ
ー
に
残
る
甘
き
乳
の
香か

�

佐
々
木
眞
澄

二
、三
日
の
木
枯
ら
し
あ
り
て
社

や
し
ろ

庭に
わ

　

秋
色
に
た
た
ず
み
神
に
拝
す
る

�

角　
　

利
枝

「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋）川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　山先春枝さん（中島）まで

川
北
町
句
会
（
12
月
分
）

川
柳
か
わ
ら
な
で
し
こ
会
（
12
月
分
）

野
の
海
短
歌
会
詠
草
（
12
月
分
）

　毎朝起きるために暖房を入れないと仕事の準備が出来なくなる季
節になりました。もう１年がたちましたが信じられないです。歳を
とると時間がどんどん早く感じます。私の人生の中で唯一時間が遅
いと感じるのはカップラーメンの３分です。2018年にたくさんの達成した事がありました。
最も大きな成果の１つは、日本の運転免許を一回でとれた事です。他にはクラスの前で堂々
と話せるようになった事です。私がALTになる前に人の前で話すのがとても怖くてお腹が
いたくなりました。2019年は筋肉を増やし、もっとより健康的な食事をして、スペイン語
を学びたいです。

　It’s� getting� so� cold� I� finally� turned�on� the�heater� so� I� can�actually� get�up�and�get� ready� for�
work.� I�can’t�believe�how�one�whole�year�has�passed�by�so�quickly.� I� feel� like�the�older� I�get,� the�
faster� time� flies.�The�only� time�that�goes�by�slow� in�my� life� is�waiting� three�minutes� for� the�cup�
noodles� to�be� ready.�Personally,� I� feel� like� I�have�accomplished�many� things� in�2018.�One�of�my�
biggest�achievements� is�how� I�passed�the�Japanese�drivers� license� in�one�try!�Another�memorable�
achievement�is�how�comfortable�I�got�talking�in�front�of�my�classes.�Before�I�became�an�ALT,�I�was�
so�afraid�of�talking�in�front�of�people�that�my�stomach�would�hurt�every�time.
　For�2019,�I�want�to�gain�more�muscle,�eat�healthier,�and�learn�Spanish.
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12月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,273
－８人

3,110人
3,163人
1,953戸

戸籍の窓

1
月 まちのまちの

うごきうごき

ごみ集めの変更のお知らせ

（氏　名） （住　所）
亀田　亮介
成瀬　智香♥

草深
金沢市

たかさご

（氏　名） （保護者） （住　所）

（11月分）

東海林央晟
西村　瑛翔
門田　　旋
山本崇士郎
千葉　泰介

勝　・久美子
主　税・綾　佳
哲　弥・光　代
雄　太・ひとみ
賢　一・知　絵

サンハイム中島
橘
木呂場
中島

サンハイム三反田

うぶごえ
ひろせ

えいと

せん

そうじろう

たいすけ

（年　齢） （住　所）（氏　名）
才
才
才

91
94
86

三反田
上田子島
中島

おくやみ
作田　澄代
東　　初枝
森元　敏雄

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物 １月３日（木）→１月４日（金）

※１月１日(火)、１月２日(水)の可燃物ごみ集めはお休みです。

藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田
草深・上先出・下先出・けやきタウン・
サンハイム中島

日 曜日 ま　ち　の　行　事 保健・子育て行事

1 火 元日
交通安全の日

2 水 新年互礼会 (AM9:30): 文
3 木 　 　
4 金 新春書き初め大会 (AM9:30): 文 　
5 土 　
6 日 消防出初式(AM9:30):文 　
7 月 　 健康相談 (PM1:30): 保

8 火
心配ごと相談 (AM9:30): 保
法律相談 (PM1:30): 役
資源ごみの日

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保
産後ママのあんしんケア教室(PM1:30):保

9 水 どんぐりひろば (AM10:30): 児
10 木 　 　
11 金 　 ３歳児健診 (PM1:00): 保
12 土 成人式(AM10:00):文 　
13 日 　
14 月 成人の日 　

15 火
交通安全の日
心配ごと相談 (AM9:30): 保

ママカフェ (AM9:30): 西児
わくわく子育て教室 (PM1:30): 保
母子手帳交付・妊婦相談 (PM1:30): 保

16 水 行政相談 (AM9:00): サ 　
17 木 　 親子ふれあいサロン (AM10:30): 保
18 金 　 ４・12か月児健診 (PM1:00): 保

19 土 青少年講座 (AM9:30)
文化財防火デー火災防御訓練 (AM7:30): 上田子島地区

母親教室 (AM10:00): 保

20 日 　
21 月 人権相談 (PM1:00): サ 健康相談 (PM1:30): 保

22 火 心配ごと相談 (AM9:30): 保
農業委員会 (PM1:30): 役

母子手帳交付・妊婦相談 (PM1:30): 保
ママカフェ (AM10:30): 東児

23 水 　 どんぐりひろば (AM10:30): 西児
24 木 　
25 金 　 　
26 土
27 日 豊かな心を育むみんなの集い (AM9:00): 文
28 月 健康相談(PM1:30):保

29 火 心配ごと相談(AM9:30):保 母子手帳交付・妊婦相談 (PM1:30): 保
ママカフェ (AM10:30): 児

30 水
31 木

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園
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1月よくがんばりました!!

　11 月 18 日にジュニアバレーボー

ルクラブの修了式が行われ、クラブ員

15名が参加しました。

　本年度のクラブは全日本バレー

ボール県大会で第３位となるなど、す

ばらしい結果を残しました。

　新チームでの活動が始まり、新たに

クラブ員の募集も始まります。ジュニ

アクラブで元気いっぱい活動しま

しょう。６年生の皆さんは、中学校に

進学しても勉強や部活動にがんばっ

てください。

広報かわきた1月号　NO.595

発 行 日
編集・発行

ホームページ

平成31年1月１日
川北町役場総務課
TEL（277）1111 ㈹
FAX（277）1748
http://www.town.kawakita.ishikawa.jp

e-mail  kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp

辛くない !!
エビチリ たっぷり野菜

材料（２人分） 作り方　調理時間：25分

栄養成分（１人分）
エネルギー　190kcal

塩分　0.9g　野菜量　197g

ちょっと一息

　新年明けましておめでとうございます。つい
この間まで、記録的な暑さといわれていたのに、
もう新年を迎え寒い日が続くようになりました。
　コタツでみかんの「もぐもぐタイム」が長く
ならないようにしたいと思います。� （Ｓ / Ｋ）

・えび� 6尾（150g）
・サニーレタス� 40g

A
　・たまねぎ� 80g
　・にんじん� 20g
　・れんこん� 40g
　・アスパラガス� 20g
　・ズッキーニ� 40g
　・ブロッコリー� 40g
　・パプリカ（赤）� 40g
　・ミニトマト� 60g

1�水、鶏がら顆粒だしを鍋に
入れ合わせる。

2�Bをボウルに入れ合わせて
おく。

3�Aを適当な大きさ（一口大）
に切り、1に火の入りに
くいものから入れて火を
通す。えびもサッと火を
通しザルにあける。

4�ブロッコリーとミニトマト
以外の野菜とえびを Bで
混ぜ合わせ、器に盛り、ブ
ロッコリーとミニトマト、
サニーレタスを添える。

・水� 400ml
・鶏がらだし（顆粒）� 1g

B
　・ケチャップ� 24g
　・砂糖� 20g
　・酢� 10g
　・にんにく
　�（すりおろし）� 3g
　・しょうが
　�（すりおろし）� 10g
　・パプリカパウダー� 4g
　・ごま油� お好みで


